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４
 

 
 

 
市
の
主
な
施
策
の
「
満
足
度
・
重
要
度
」
に
つ
い
て

 

●
「

施
策
の

満
足
度

・
重
要
度

の
ポ

ー
ト

フ
ォ
リ

オ
分
析
」

 

施
策
の
満
足
度
、
重
要
度
を
得
点
化
し
、
算
出
さ
れ
た
得
点
を
も
と
に
平
均
値
を
境
界
と
し
て
、
４
つ
の
領
域

に
区
分
し
た
満
足
度
・
重
要
度
の
分
布
図
を
作
成
、
今
後
の
施
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

 

「
＜
タ
イ
プ
Ⅰ
＞
早
期
改
善
項
目
」
に
分
類
さ
れ
る
施
策
に
は
、「

(3
3

)公
共
交
通
」「

(3
1

)都
市
計
画
・
土
地

利
用
」「

(1
3

)過
疎
対
策
・
地
域
振
興
」
な
ど
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

 

                      【満
足
度
・重
要
度
の
得
点
化
】 

満
足
度
…
｛
「
と
て
も
満
足
」
（
５
点
）
×
回
答
数

 
＋

 
「
ま
あ
満
足
」
（
４
点
）
×
回
答
数
＋
「
普
通
・
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
（
３
点
）
×
回
答
数
＋

「
や
や
不
満
」
（
２
点
）
×
回
答
数
＋
「不

満
」
（
１
点
）
×
回
答
数
｝
 /

 
総
回
答
数

 

重
要
度
…
「
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
施
策
」
（
１
点
）
×
回
答
数

 

【重
要
度
と
満
足
度
の
関
係
】 

＜
タ
イ
プ
Ⅰ
＞
早
期
改
善
項
目
（重
要
度
は
高
い
が
、
満
足
度
は
低
い
） 

⇒
現
在
の
施
策
や
事
務
事
業
を
優
先
し
て
改
革
・
改
善
す
べ
き
施
策
の

分
野

 

＜
タ
イ
プ
Ⅱ
＞
随
時
改
善
項
目
（重

要
度
が
高
く
、
満
足
度
も
高
い
）
 

⇒
今
後
も
継
続
し
て
事
業
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
事
業
費
が
過
大
と
な
っ
て

い
な
い
か
点
検
す
る
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
事
業
の
効
率
化
を
検
討
す
る

施
策
の
分
野

 

＜
タ
イ
プ
Ⅲ
＞
長
期
対
応
項
目
（重

要
度
が
低
く
、
満
足
度
も
低
い
）
 

⇒
施
策
の
重
要
性
に
対
す
る
認
知
を
高
め
る
と
と
も
に
、
取
組
の
方
向
の

改
善
を
検
討
す
る
施
策
の
分
野

 

＜
タ
イ
プ
Ⅳ
＞
現
状
維
持
項
目
（重

要
度
は
低
く
、
満
足
が
高
い
）
 

⇒
今
後
も
着
実
に
事
業
の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
施
策
の
重
要
性
に
つ

い
て
の
認
知
を
高
め
る
施
策
の
分
野

 

(１
)地

域
福

祉
・
福

祉
医

療

(２
)低

所
得
者
支
援

(３
)障

が
い
者
福
祉

(４
)高

齢
者

福
祉(５

)子
育
て
支

援

(６
)健

康

(７
)地

域
医
療

(８
)教

育

環
境

づ
く
り

(９
)小

中
学
校
教
育

(1
0

)関
商
工
高
等
学
校

(1
1
)市

民
協

働

(1
2

)女
性
・
若
者
活
躍

(1
3

)過
疎

対
策

・

地
域
振
興

(1
4

)多
様

性
社

会

（
 
 
 
 
 
 
 
 
 
） (1

5
)人

権

(1
6

)生
涯
学
習

(1
7

)ス
ポ
ー
ツ

(1
8

)文
化
・
芸

術
・
歴

史

(1
9

)工
業

(2
0

)商
業

(2
1
)経

済
・
雇
用

(2
2

)観
光

(2
3

)農
業

(2
4

)林
業

(2
5

)防
災
・
減

災
・
消

防

(2
6

)交
通
安
全
・

防
犯

対
策

(2
7

)環
境

保
全

(2
8

)循
環
型
社
会

(2
9

)脱
炭

素
社

会

(3
0

)医
療
保
険

(3
1
)都

市
計
画
・

土
地
利
用

(3
2

)住
環
境

(3
3

)公
共
交
通

(3
4

)景
観
・
公
園

(3
5

)道
路
・
橋
り
ょ
う

(3
6

)治
山

・
治
水

(3
7

)上
水
道

(3
8

)下
水

道

(3
9

)移
住

定
住

(4
0

)広
報

・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

(4
1
)デ

ジ
タ
ル

行
政
サ
ー
ビ
ス

(4
2

)財
政

運
営

(4
3

)行
政
運
営

5
0

1
0

0

1
5

0

2
0

0

2
5

0

3
0

0

3
5

0

4
0

0

2
.5

2
.6

2
.7

2
.8

2
.9

3
.0

3
.1

3
.2

3
.3

Ⅰ
早
期
改
善
項
目

Ⅱ
随

時
改

善
項

目

Ⅳ
現

状
維

持
項

目
Ⅲ

長
期

対
応

項
目

重 要 度

満
足

度
高

低

低高
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（
４
）
市
の
主
な
施
策
の
「
満
足
度
・
重
要
度
」
に
つ
い
て

 

問
1
3
 
市
が
行
っ
て
い
る
次
の
各
施
策
の
「
満
足
度
」
と
、
今
後
市
が
「
積
極
的
に
推
進
す
る
べ
き
か
」
に
つ

い
て
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す
。

 

●
満
足
度
…
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
に
単
数
回
答

 

●
今
後
、
市
が
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
施
策
…
複
数
回
答

 

項
目

 
内
容

 

(
１

)
地
域
福
祉
・
福
祉
医
療

 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
材
の
確
保
・
活
動
促
進
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
、

子
ど
も
医
療
費
の
無
償
化
拡
大
（
高
校
生
ま
で
）

 

(
２

)
低
所
得
者
支
援

 
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
相
談
、
生
活
困
窮
者
の
就
労
支
援

 

(
３

)
障
が
い
者
福
祉

 
障
が
い
者
の
相
談
支
援
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
障
が
い
者
の
就
労
支
援

 

(
４

)
高
齢
者
福
祉

 
介
護
サ
ー
ビ
ス
（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
）
、
高
齢
者
の
健
康
増
進
、

高
齢
者
の
社
会
参
加

 

(
５

)
子
育
て
支
援

 
せ
き
っ
こ
未
来
応
援
券
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
・
幼
児
教
育
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
、

一
時
預
か
り
や
延
長
保
育
、
子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
の
親
と
子
の
交
流
の
場

 

(
６

)
健
康
 

健
康
相
談
、
ヘ
ル
ス
マ
イ
レ
ー
ジ
、
出
産
・
子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
、
成
人
・
乳
幼

児
の
健
康
診
断
、
が
ん
検
診
、
予
防
接
種

 

(
７

)
地
域
医
療

 
洞
戸
・
板
取
・
津
保
川
診
療
所
運
営
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
運
営
支
援
、
休
日

診
療
の
運
営
支
援

 

(
８

)
教
育
環
境
づ
く
り

 
小
学
校
・
中
学
校
の
施
設
整
備
・
改
修
、
留
守
家
庭
児
童
教
室
の
運
営
・
環
境
整

備
 

(
９

)
小
中
学
校
教
育

 
小
学
校
・
中
学
校
に
お
け
る
学
校
教
育
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
、
不
登
校
対
策

 

(
1
0
)
関
商
工
高
等
学
校

 
関
商
工
に
お
け
る
高
等
学
校
教
育
、
関
商
工
に
お
け
る
産
業
教
育
、
関
商
工
の
施

設
整
備

 

(
1
1
)
市
民
協
働
 

市
民
活
動
の
支
援
、
地
域
委
員
会
の
活
動
支
援
、
自
治
会
活
動
や
地
域
活
動
の
支

援
 

(
1
2
)
女
性
・
若
者
活
躍

 
女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
認
定
、
女
性
の
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー
、
高
校
生
や
大
学

生
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
支
援
、
若
者
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援

 

(
1
3
)
過
疎
対
策
・
地
域
振
興

 
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
配
置
、
地
域
資
源
の
利
活
用
、
地
域
の
担
い
手
の
育
成
、

集
落
の
維
持

 

(
1
4
)
多
様
性
社
会（

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
） 

男
女
共
同
参
画
意
識
の
啓
発
、
L
G
B
T
理
解
へ
の
啓
発
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓

制
度
の
運
用
、
国
際
理
解
、
在
住
外
国
人
へ
の
サ
ポ
ー
ト

 

(
1
5
)
人
権
 

人
権
教
育
、
人
権
啓
発
、
人
権
相
談

 

(
1
6
)
生
涯
学
習
 

成
人
学
校
・
さ
わ
や
か
学
級
な
ど
多
様
な
学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
、
子
ど
も
見
守

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
蔵
書
・
電
子
図
書
の
充
実
な
ど
図
書
館
の
運
営

 

(
1
7
)
ス
ポ
ー
ツ
 

せ
き

シ
テ

ィ
マ

ラ
ソ

ン
や

サ
イ

ク
ル

ツ
ー

リ
ン

グ
な

ど
ス

ポ
ー

ツ
イ

ベ
ン

ト
の

開
催
、
体
育
施
設
（
ア
テ
ナ
工
業
ア
リ
ー
ナ
、
河
上
薬
品
ス
タ
ジ
ア
ム
な
ど
）
の

維
持
管
理

 

(
1
8
)
文
化
・
芸
術
・
歴
史

 
市
民
の
劇
場
・
文
化
祭
な
ど
芸
術
文
化
活
動
の
充
実
、
チ
ケ
ッ
ト
の
オ
ン
ラ
イ
ン

販
売
、
関
鍛
冶
・
小
瀬
鵜
飼
な
ど
文
化
財
の
保
護
・
活
用

 

(
1
9
)
工
業
 

中
小
企
業
の
競
争
力
強
化
支
援
（
Ｄ
Ｘ
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
ど
）
、
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ラ
ス
展
・
工
場
参
観
日
の
開
催
、
刃
物
産
地
の
Ｐ
Ｒ
、
企
業
立
地
の
促
進

 

2



 

41
 

 

【
地
域
づ
く
り
・
協
働
】

 

満
足
度
（『

満
足
』
の
割
合
）
に
つ
い
て
、「

17
 
ス
ポ
ー
ツ
」
が

28
.8
％
と
最
も
高
く
、
次
い
で
「
18
 
文
化
・

芸
術
・
歴
史
」
が

26
.2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

満
足
度

 

 

  
 

1
1
　

市
民

協
働

  
(N

 =
 1

,1
5
0)

1
2
　

女
性

・
若

者
活

躍
  
(N

 =
 1

,1
4
1)

1
3
　

過
疎

対
策

・
地

域
振

興
 (
N

 =
 1

,1
4
4)

1
4
　

多
様

性
社

会
（
ﾀﾞ

ｲ
ﾊ

ﾞｰ
ｼ
ﾃ
ｨ）

 (
N

 =
 1

,1
2
8)

1
5
　

人
権

  
(N

 =
 1

,1
3
0)

1
6
　

生
涯

学
習

  
(N

 =
 1

,1
4
2)

1
7
　

ス
ポ

ー
ツ
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4
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1
8
　

文
化

・
芸

術
・
歴

史
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と
て

も
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足
ま

あ
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ち
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も
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え

な
い

や
や

不
満

不
満
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積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
施
策
に
つ
い
て
、「

13
 
過
疎
対
策
・
地
域
振
興
」
が

20
.8
％
と
最
も
高
く
、

次
い
で
「
12
 
女
性
・
若
者
活
躍
」
が

19
.5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
施
策

 

 

 
 

（
N

 =
 1

,2
2
6
）

1
1
　

市
民

協
働

1
2
　

女
性

・
若

者
活

躍

1
3
　

過
疎

対
策

・
地

域
振

興

1
4
　

多
様

性
社

会
（
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

）
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5
　

人
権

1
6
　

生
涯

学
習

1
7
　

ス
ポ

ー
ツ

1
8
　

文
化

・
芸

術
・
歴

史

1
1
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1
9
.5 2
0
.8

9
.9

8
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1
2
.9

1
0
.1

1
3
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0
%

1
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2
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3
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【
満
足
度
の
得
点
化
】

 

 

 ※
満
足
度
に
つ
い
て
、
回
答
結
果
を
「
と
て
も
満
足
」
を
５
点
、「

ま
あ
満
足
」
を
４
点
、「

普
通
・
ど
ち
ら
と
も
い

え
な
い
」
を
３
点
、「

や
や
不
満
」
を
２
点
、「

と
て
も
不
満
」
を
１
点
と
し
て
点
数
化
し
、
そ
の
数
値
に
回
答
者

数
を
乗
じ
て
施
策
ご
と
の
平
均
点
を
算
出
し
て
い
ま
す
。
 

  
 

施
策

満
足

度
施

策
満

足
度

(１
)地

域
福

祉
・
福

祉
医

療
3
.2

0
(2

5
)防

災
・
減

災
・
消

防
2
.9

5

(２
)低

所
得

者
支

援
2
.8

5
(2

6
)交

通
安

全
・
防

犯
対

策
2
.9

0

(３
)障

が
い

者
福

祉
2
.9

3
(2

7
)環

境
保

全
2
.7

8

(４
)高

齢
者

福
祉

2
.9

7
(2

8
)循

環
型

社
会

2
.8

7

(５
)子

育
て

支
援

3
.0

4
(2

9
)脱

炭
素

社
会

2
.7

2

(６
)健

康
3
.1

6
(3

0
)医

療
保

険
2
.8

5

(７
)地

域
医

療
2
.9

4
(3

1
)都

市
計

画
・
土

地
利

用
2
.6

4

(８
)教

育
環

境
づ

く
り

2
.8

4
(3

2
)住

環
境

2
.6

7

(９
)小

中
学

校
教

育
2
.8

1
(3

3
)公

共
交

通
2
.6

2

(1
0
)関

商
工

高
等

学
校

2
.8

7
(3

4
)景

観
・
公

園
2
.8

0

(1
1
)市

民
協

働
2
.8

6
(3

5
)道

路
・
橋

り
ょ

う
2
.7

4

(1
2
)女

性
・
若

者
活

躍
2
.7

8
(3

6
)治

山
・
治

水
2
.7

4

(1
3
)過

疎
対

策
・
地

域
振

興
2
.6

9
(3

7
)上

水
道

3
.0

5

(1
4
)多

様
性

社
会

（
ﾀﾞ

ｲ
ﾊ

ﾞｰ
ｼ

ﾃ
ｨ）

2
.7

6
(3

8
)下

水
道

3
.0

8

(1
5
)人

権
2
.7

9
(3

9
)移

住
定

住
2
.9

3

(1
6
)生

涯
学

習
2
.9

7
(4

0
)広

報
・
シ

テ
ィ

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
2
.9

9

(1
7
)ス

ポ
ー

ツ
3
.0

6
(4

1
)デ

ジ
タ

ル
行

政
サ

ー
ビ

ス
2
.8

1

(1
8
)文

化
・
芸

術
・
歴

史
2
.9

8
(4

2
)財

政
運

営
2
.8

2

(1
9
)工

業
2
.8

7
(4

3
)行

政
運

営
2
.7

5

(2
0
)商

業
2
.7

8

(2
1
)経

済
・
雇

用
2
.7

6

(2
2
)観

光
2
.9

1

(2
3
)農

業
2
.7

9

(2
4
)林

業
2
.7

0
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【
年
齢
別
満
足
度
・
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
施
策
】

 

満
足
度

 

 満
足
度
に
つ
い
て
年
齢
別
に
み
る
と
、
10

歳
代
、
30

歳
代
、
40

歳
代
で
「
１
 
地
域
福
祉
・
福
祉
医
療
」、

20

歳
で
「
17
 
ス
ポ
ー
ツ
」、

50
歳
代
、
60

歳
代
で
「
６
 
健
康
」、

70
歳
以
上
で
「
37
 
上
水
道
」
が
最
も
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
30

歳
代
、
40

歳
代
で
「
５
 
子
育
て
支
援
」
が
他
の
年
代
と
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
  

 ※
問

1
3

の
「
満

足
度

」
の

年
代

別
集

計
に

つ
い

て
は

「
不

明
・
無

回
答

」
を

含
め

て
集

計
し

た
結

果
を

掲
載

し
て

い
ま

す
。
 

 

【
年

齢
別

①
】

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

地 域 福 祉 ・ 福 祉 医 療

低 所 得 者 支 援

障 が い 者 福 祉

高 齢 者 福 祉

子 育 て 支 援

健 康
地 域 医 療

教 育 環 境 づ く り

小 中 学 校 教 育

関 商 工 高 等 学 校

市 民 協 働

1
0
歳

代
　

(N
=
2
7
)

8
5
.1

1
8
.5

3
7
.0

4
4
.4

4
8
.1

5
5
.5

3
3
.3

2
9
.6

3
7
.0

2
2
.2

2
5
.9

2
0
歳

代
　

(N
=
5
9
)

2
7
.1

1
3
.6

1
8
.7

2
2
.1

3
9
.0

3
3
.9

1
7
.0

3
2
.2

2
7
.1

2
0
.4

2
0
.4

3
0
歳

代
　

(N
=
1
5
1
)

5
8
.9

1
5
.8

1
8
.5

2
3
.8

5
7
.0

4
9
.6

2
3
.1

2
6
.5

1
8
.5

1
7
.9

1
6
.5

4
0
歳

代
　

(N
=
2
1
0
)

5
7
.2

1
5
.7

1
8
.6

2
5
.7

5
3
.3

4
6
.2

2
4
.7

2
5
.7

2
2
.9

2
1
.0

1
8
.6

5
0
歳

代
　

(N
=
1
7
1
)

3
2
.8

1
2
.3

1
2
.9

1
9
.3

2
4
.5

3
3
.3

1
5
.8

1
2
.9

1
1
.1

1
6
.4

8
.8

6
0
歳

代
　

(N
=
2
4
1
)

2
2
.0

6
.3

7
.1

1
7
.0

1
5
.4

2
4
.9

1
7
.5

1
3
.7

8
.7

1
1
.6

9
.1

7
0
歳

以
上

　
(N

=
3
4
7
)

2
4
.5

1
1
.5

1
7
.6

2
2
.7

1
3
.2

2
8
.2

2
0
.8

1
1
.5

9
.3

1
5
.2

1
5
.8

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

女 性 ・ 若 者 活 躍

過 疎 対 策 ・ 地 域 振 興

多 様 性 社 会 （ ダ イ バ ー

シ テ ィ ）

人 権
生 涯 学 習

ス ポ ー ツ

文 化 ・ 芸 術 ・ 歴 史

工 業
商 業

経 済 ・ 雇 用

観 光

1
0
歳

代
　

(N
=
2
7
)

2
9
.6

1
8
.5

2
5
.9

3
3
.3

3
7
.0

4
8
.1

4
8
.1

4
0
.7

2
9
.6

1
4
.8

3
3
.3

2
0
歳

代
　

(N
=
5
9
)

1
7
.0

1
0
.2

1
5
.3

1
5
.3

3
0
.5

4
2
.4

3
9
.0

2
2
.1

2
5
.4

1
5
.3

3
7
.3

3
0
歳

代
　

(N
=
1
5
1
)

1
9
.2

1
7
.2

1
4
.5

1
2
.5

3
1
.1

3
1
.1

2
9
.2

2
9
.8

3
0
.4

1
5
.3

2
9
.8

4
0
歳

代
　

(N
=
2
1
0
)

1
7
.1

1
3
.8

1
2
.9

1
1
.9

2
4
.7

3
4
.3

3
0
.5

2
9
.6

2
8
.1

2
2
.8

3
7
.6

5
0
歳

代
　

(N
=
1
7
1
)

1
2
.9

6
.4

1
1
.7

5
.8

2
0
.5

2
1
.0

2
3
.4

1
6
.9

1
2
.3

8
.8

2
5
.8

6
0
歳

代
　

(N
=
2
4
1
)

7
.5

6
.6

4
.9

4
.9

1
6
.6

2
0
.0

1
8
.6

1
3
.2

9
.1

8
.7

2
0
.4

7
0
歳

以
上

　
(N

=
3
4
7
)

9
.8

8
.4

6
.1

8
.7

2
0
.5

2
5
.4

1
9
.9

1
3
.0

1
1
.2

7
.2

1
6
.7

単
位

：
％

4



 

51
 

 

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
施
策

 

 積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
施
策
を
年
齢
別
に
み
る
と
、

10
歳
代
、
50

歳
代
で
「
33
 
公
共
交
通
」、

20

歳
か
ら

40
歳
代
で
「
５
 
子
育
て
支
援
」、

60
歳
代
以
上
で
「
４
 
高
齢
者
福
祉
」
が
最
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
20

歳
代
、
30

歳
代
で
「
６
 
健
康
」「

39
 
移
住
定
住
」
が
、
30

歳
代
、
40

歳
代
で
「
８

 
教
育
環
境
づ

く
り
」
が
他
の
年
代
と
比
べ
て
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

 

 
 

【
年

齢
別

①
】

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1
0

1
1

地 域 福 祉 ・ 福 祉 医 療

低 所 得 者 支 援

障 が い 者 福 祉

高 齢 者 福 祉

子 育 て 支 援

健 康
地 域 医 療

教 育 環 境 づ く り

小 中 学 校 教 育

関 商 工 高 等 学 校

市 民 協 働

1
0
歳

代
　

(N
=
2
7
)

3
3
.3

1
1
.1

1
8
.5

1
8
.5

2
5
.9

2
2
.2

1
1
.1

2
9
.6

2
9
.6

3
.7

0
.0

2
0
歳

代
　

(N
=
5
9
)

3
2
.2

1
8
.6

1
6
.9

1
6
.9

5
4
.2

3
0
.5

1
3
.6

2
5
.4

2
7
.1

5
.1

1
0
.2

3
0
歳

代
　

(N
=
1
5
1
)

2
7
.2

1
1
.3

1
3
.2

2
0
.5

5
3
.6

3
3
.8

1
8
.5

3
1
.1

2
6
.5

1
0
.6

6
.0

4
0
歳

代
　

(N
=
2
1
0
)

3
2
.4

1
1
.4

2
0
.5

2
9
.5

3
9
.5

2
3
.3

2
0
.0

3
2
.9

3
0
.5

9
.0

9
.0

5
0
歳

代
　

(N
=
1
7
1
)

2
0
.5

9
.9

1
5
.8

2
9
.8

2
7
.5

2
2
.2

1
5
.8

1
7
.5

1
8
.1

9
.4

8
.8

6
0
歳

代
　

(N
=
2
4
1
)

2
4
.9

1
8
.3

2
0
.7

3
2
.0

3
0
.3

2
3
.7

1
9
.9

2
1
.6

1
9
.9

9
.1

1
2
.9

7
0
歳

以
上

　
(N

=
3
4
7
)

2
1
.3

1
9
.9

1
8
.4

3
0
.8

2
1
.6

1
9
.6

1
7
.9

1
7
.9

2
0
.2

1
0
.4

1
7
.0

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

女 性 ・ 若 者 活 躍

過 疎 対 策 ・ 地 域 振 興

多 様 性 社 会 （ ダ イ バ ー

シ テ ィ ）

人 権
生 涯 学 習

ス ポ ー ツ

文 化 ・ 芸 術 ・ 歴 史

工 業
商 業

経 済 ・ 雇 用

観 光

1
0
歳

代
　

(N
=
2
7
)

2
2
.2

1
4
.8

2
5
.9

7
.4

1
8
.5

1
8
.5

1
1
.1

7
.4

1
1
.1

7
.4

3
3
.3

2
0
歳

代
　

(N
=
5
9
)

1
5
.3

1
1
.9

3
.4

5
.1

8
.5

1
0
.2

1
3
.6

8
.5

8
.5

5
.1

1
5
.3

3
0
歳

代
　

(N
=
1
5
1
)

2
1
.9

2
0
.5

9
.3

7
.9

1
3
.2

9
.3

1
3
.2

1
6
.6

2
1
.2

1
3
.9

2
7
.8

4
0
歳

代
　

(N
=
2
1
0
)

2
3
.3

2
1
.4

8
.1

5
.2

1
2
.9

9
.5

1
1
.4

1
5
.2

2
5
.7

1
6
.7

2
1
.9

5
0
歳

代
　

(N
=
1
7
1
)

1
5
.2

1
9
.9

8
.8

8
.8

9
.4

1
1
.1

1
2
.9

1
4
.0

2
0
.5

1
4
.0

2
7
.5

6
0
歳

代
　

(N
=
2
4
1
)

2
1
.2

2
3
.7

1
2
.9

1
0
.4

1
6
.2

1
0
.8

1
5
.4

1
2
.9

1
7
.8

1
3
.7

1
9
.9

7
0
歳

以
上

　
(N

=
3
4
7
)

1
8
.4

2
2
.2

1
0
.1

8
.9

1
3
.0

9
.5

1
2
.7

1
4
.7

1
5
.6

1
1
.2

1
7
.0

単
位

：
％

 

55
 

 

問
1
6
 
あ
な
た
は
、
１
週
間
に
１
回
以
上
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
（
ラ
ジ
オ
体
操
、
散
歩
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
も
含

む
）
を
し
て
い
ま
す
か
。
（
単
数
回
答
）

 

１
週
間
に
１
回
以
上
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
全
体
で
は
「
し
て
い
る
」
が

52
.0
％
、「

し

て
い
な
い
」
が

45
.6
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

男
女
別
に
み
る
と
、「

し
て
い
る
」
が
男
性

57
.7
％
、
女
性

48
.8
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

年
齢
別
に
み
る
と
、
10

歳
代
、
70

歳
以
上
で
「
し
て
い
る
」
が
他
の
年
代
に
比
べ
て
高
く
、
40

歳
代
で
「
し
て

い
る
」
が
他
の
年
代
に
比
べ
て
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
 

 

 
 

全
体

 (
N

 =
 1

,2
2
6)

【
性

別
】 男

性
 (
N

 =
 4

6
6)

女
性

 (
N

 =
 7

1
5)

【
年

齢
別

】

1
0
歳

代
 (
N

 =
 2

7
)

2
0
歳

代
 (
N

 =
 5

9
)

3
0
歳

代
 (
N

 =
 1

5
1)

4
0
歳

代
 (
N

 =
 2

1
0)

5
0
歳

代
 (
N

 =
 1

7
1)

6
0
歳

代
 (
N

 =
 2

4
1)

7
0
歳

以
上

 (
N

 =
 3

4
7)

5
2

.0 5
7

.7

4
8

.8

7
0

.4

4
9

.2

4
3

.0

3
9

.5

5
0

.9

5
3

.5 6
1

.7

4
5

.6 3
9

.7

4
9

.1

2
9

.6

4
9

.2

5
6

.3

5
8

.6

4
8

.5

4
3

.6 3
4

.3

2
.4

2
.6

2
.1

0
.0

1
.7

0
.7

1
.9

0
.6

2
.9

4
.0

0
%

2
0%

4
0%

6
0%

8
0%

1
00

%

し
て

い
る

し
て

い
な

い
不

明
・
無

回
答

5



 

85
 

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
が
、
興
味
を
持
っ
て
参
加
し
て
く
れ
る
人
が
少
な
く
感
じ
ま
す
。
大
学
を
卒

業
し
た
若
者
が
、
関
に
残
っ
て
く
れ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

 

 

（
1
4
）
多
様
性
社
会
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
）

 
６

 

・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
は
障
害
で
あ
る
の
で
、
過
度
に
認
め
る
の
は
間
違
い
。
通
常
の
人
を
大
事
に
し
よ
う
。

 

・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
に
Ｔ
は
い
れ
て
は
い
け
な
い
気
が
し
ま
す

(Ｑ
も

)。
意
味
を
し
っ
か
り
理
解
や
把
握
し
て
い
る
方
が
い
な

い
と
感
じ
ま
す
。
身
体
的
な
能
力
の
差
は
埋
ま
ら
な
い
も
の
で
す
。
区
別
と
差
別
を
取
り
違
え
る
の
は
危
険
で
す
。

女
性
へ
の
権
利
の
侵
害
で
す
。
海
外
で
は
も
う
通
常
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
女
性
や
子
ど
も
が
被
害
に
あ
わ
な

い
こ
と
を
第
一
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 

・
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
る
に
当
た
っ
て
、
市
政
に
つ
い
て
あ
ま
り
に
も
知
ら
な
い
こ
と
を
申
し
訳
な
く
思
い
ま

し
た
。
男
女
共
同
参
画
の
分
野
で
は
、
大
変
満
足
し
て
い
ま
す
。

 

・
有
名
人
の
講
演
、
有
名
人
っ
て
だ
け
で
男
女
参
画
の
話
は
、「

な
し
」
で
し
た
。
あ
ん
な
人
に
税
金
払
う
の
は
、
関

市
が
バ
カ
に
さ
れ
て
い
る
感
じ
で
す
。

 

・
私
は
外
国
人
で
、
仕
事
の
兼
ね
合
い
で
関
市
に
６
年
間
住
ん
で
い
ま
す
。
家
も
買
い
ま
し
た
の
で
、
関
市
で
骨
を

埋
め
る
つ
も
り
で
す
。
な
の
で
、
心
か
ら
関
市
が
よ
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
数
年
、
外
国

の
方
が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
増
え
る
と
思
い
ま
す
（
長
期
滞
在
者
）。

そ
の
人
た
ち
の
就
労
、
住
宅
購

入
、
子
育
て
、
教
育
、
生
活
（
娯
楽
）
等
、
フ
ォ
ロ
ー
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
も
一
外
国
人
と
し
て
、
関
市

に
貢
献
し
た
い
で
す
。

 

・
外
国
人
に
対
す
る
や
さ
し
い
日
本
語
が

H
P

で
対
応
さ
れ
て
い
る
が
、
不
十
分
で
文
字
だ
け
す
ぎ
て
わ
か
り
づ
ら

い
。

H
P
に
対
応
さ
れ
て
い
る
の
は
す
ば
ら
し
い
の
で
残
念
に
感
じ
る
。
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
が
難
し
い
の
で
、
も

っ
と
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
し
て
ほ
し
い
。
堅
苦
し
い
文
章
で
な
く
、
お
知
ら
せ
も
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
で
わ
か
り

や
す
い
内
容
に
し
た
ら
ど
う
か
。

 

 

（
1
5
）
人
権

 
１

 

・
人
権
に
つ
い
て
も
っ
と
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
女
性
相
談
所
だ
け
で
な
く
、
Ｄ
Ｖ
加
害
者
の
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
費

な
ど
の
助
成
は
ど
う
か
。

 

 

（
1
6
）
生
涯
学
習

 
３

 

・
関
市
の
図
書
館
は
本
当
に
す
ば
ら
し
い
で
す
！
家
の
近
く
の
バ
ス
停
か
ら

1
0
0
円
で
行
く
こ
と
が
で
き
、
昼
食
な

ど
も
館
内
の
カ
フ
ェ
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
机
や
ラ
イ
ト
も
大
変
使
い
や
す
い
の
で
、
受
験
期
に
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
集
中
し
て
過
ご
し
、
本
も
読
め
、
学
生
に
と
っ
て
非
常
に
良
い
施
設
で
す
の
で
、
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
も
よ
ろ
し
い
か
と
！
ま
た
、
休
日
の
閉
館
を
も
っ
と
遅
く
す
る
と
さ
ら
に
良
い
か
と
思
い
ま
す
！

 

・
私
た
ち
の
居
住
す
る
ま
ち
は
、
ご
多
分
に
洩
れ
ず
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
若
者
が
優
秀
な
学
校
か
ら
大
き
な
会
社

に
就
職
し
て
、
そ
の
内
結
婚
し
て
他
県
で
居
住
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
ま
た
、
未
婚
の
男
女
の
多
さ
に
も
注
目
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
結
婚
、
出
会
い
の
支
援
に
も
注
力
を
！

 

・
幅
広
い
世
代
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
が
年
間
を
通
じ
て
開
催
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
が
た
く
さ
ん
参
加
し
て
い
て

す
ご
く
良
い
と
思
い
ま
す
。

 

 

（
1
7
）
ス
ポ
ー
ツ

 
５

 

・
関
市
の
公
園
は
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
い
う
ち
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
せ
る
よ
う

な
ス
ケ
ボ
ー
、
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
な
ど
遠
く
へ
行
か
な
く
て
も
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

 

 

86
 

 

・
子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
す
る
場
所
が
な
い
。
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
の
サ
ポ
ー
ト
、
場
所
グ
ラ
ン
ド
の
提

供
等
、
も
っ
と
柔
軟
性
を
持
っ
て
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
す
ら

、
す
る
場
所
が
な
い
。

あ
っ
た
と
し
て
も
情
報
が
な
い
か
ら
知
ら
な
い
。

 

・
中
池
市
民
プ
ー
ル
の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
、
利
用
し
に
く
い
で
す
。
更
衣
室
、
ト
イ
レ
、
休
憩
す
る
場
所

の
屋
根
が
破
れ
て
い
た
り
、
座
る
所
の
舗
装
が
は
が
れ
て
い
た
り
し
て
い
ま
す
。
野
球
場
、
陸
上
施
設
は
改
装
さ

れ
て
い
る
の
で
、
プ
ー
ル
の
改
装
も
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

 

・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
始
時
間
を
朝
９
時
か
ら
に
し
て
ほ
し
い
で
す
。

1
0
時
か
ら
だ
と
遅
い
と
思
い
ま
す
。
各

務
原
市
、
岐
阜
市
、
山
県
市
は
９
時
頃
だ
と
思
い
ま
す
。

 

・
近
所
に

3
0
0
円
～

5
0
0
円
く
ら
い
で
利
用
で
き
る
、
筋
ト
レ
が
で
き
る
ジ
ム
や
施
設
が
あ
る
と
う
れ
し
い
。

 

 

（
1
8
）
文
化
・
芸
術
・
歴
史

 
４

 

・
文
化
会
館
で
も
っ
と
色
々
や
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

 

・
文
化
会
館
の
施
設
利
用
費
が
高
く
、
ま
た
職
員
の
方
の
態
度
が
不
愉
快
で
し
た
。
複
数
回
や
り
取
り
を
し
ま
し
た

が
、
い
つ
も
横
柄
な
態
度
で
し
た
。

 

・
芸
能
人
等
が
出
場
す
る
イ
ベ
ン
ト
等
を
参
観
す
る
際
、
ア
プ
リ
で
予
約
で
き
ま
す
が

、
早
い
者
勝
ち
で
完
了
し
ま

す
。
開
催
が
地
元
で
参
観
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
住
民
が
出
遅
れ
て
、
残
念
な
事
が
多
々
あ
り
ま
す
。

 

・
十
三
塚
以
外
、
国
道

2
4
8
の
南
北
に
複
数
存
在
し
た
が
消
滅
。
歴
史
的
学
術
的
遺
産
の
価
値
あ
る
も
の
で
し
た
が
、

市
の
Ｐ
Ｒ
に
利
用
さ
れ
な
か
っ
た
。
千
年
以
上
歴
史
あ
る
史
跡
（
塚
原
遺
跡
、
弥
勒
寺
付
近
、
一
ツ
山
甚
中
常
光

寺
な
ど
）
保
全
管
理
さ
れ
て
い
る
が
、
人
は
あ
ま
り
来
て
い
な
い
。
古
い
も
の
を
大
切
に
し
た
い
。

 

 

（
1
9
）
工
業

 
７

 

刃
物
産
業
に
つ
い
て
 

４
 

・
関
の
刃
物
を
世
界
に
広
げ
て
く
だ
さ
い
。

 

・
関
は
刃
物
が
有
名
で
、
テ
レ
ビ
等
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
る
し

、
刃
物
ま
つ
り
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。
で
も
、
結
婚

し
て
隣
の
市
か
ら
引
っ
越
し
て
き
て
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
以
前
は
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。
私
の
興
味
が

な
か
っ
た
た
め
で
は
あ
る
が
、
そ
う
い
う
人
に
も
引
っ
か
か
る
よ
う
な
ア
ピ
ー
ル
が
で
き
た
ら
い
い
か
な
と
思
う
。
 

・
刃
物
の
ま
ち
と
い
う
な
ら
、
越
前
市
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
ほ
し
い
。
で
な
い
と
半
製
品
を
海
外
か
ら
輸
入

し
て
ロ
ゴ
入
れ
、
刃
研
を
し
て
出
荷
す
る
、
な
ん
ち
ゃ
っ
て
日
本
製
が
増
え
て
い
っ
て
し
ま
う
。

 

・
刃
物
ま
つ
り
を
市
役
所
周
辺
で
開
催
し
て
ほ
し
い
。
刃
物

ま
つ
り
出
店
者
の
要
望
を
も
っ
と
聞
い
て
ほ
し
い
。
地

場
産
業
の
未
来
に
も
っ
と
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。

 

工
業
施
策
全
般
に
つ
い
て
 

３
 

・
半
導
体
バ
ブ
ル
に
わ
く
熊
本
で
は
な
い
で
す
が
、
関
市
に
は
田
ん
ぼ
ば
か
り
の
広
大
な
土
地
も
ま
だ
ま
だ
あ
る
は

ず
な
の
で
、
是
非
、
企
業
の
誘
致
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
！
と
は
い
え
、
課
題
は
山
積

で
す
が
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
日
々
努
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
事
は
感
謝
し
て
い
ま
す
。
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 

・
関
の
工
場
参
観
日
を
、
子
ど
も
た
ち
の
長
期
休
暇
期
間
に
開
催
し
て
ほ
し
い
で
す
。
以
前
は
夏
休
み
で
子
ど
も
た

ち
と
参
加
し
、
関
市
の
色
ん
な
工
場
を
見
れ
て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
私
の
職
場
も
開
催
側
で
す
が
、
参
加
者
が
少

な
い
よ
う
で
す
し
、
何
よ
り
子
ど
も
た
ち
に
関
市
の
産
業
を
知
っ
て
、
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
の
子
は
習
い
事
も
あ
り
ま
す
し
、
土
曜
日
だ
け
で
は
都
合
が
難
し
い
か
と
。
開
催
す
る
な
ら
た
く
さ
ん
の
方
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
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報
告

事
項

１
 

令
和

10
年

度
全

国
高

等
学

校
総

合
体

育
大

会
開

催
概

要
に

つ
い

て
 

 
１

 
全

国
高

等
学

校
総

合
体

育
大

会
 

○
全

国
高

等
学

総
合

体
育

大
会

と
は

 
全

国
高

等
学

校
体

育
連

盟
（

昭
和

23
年

発
足

）
が

、
全

国
各

地
で

個
別

に
開

催
さ

れ
て

い
た

競
技

種
目

別
選

手
権

大
会

を
、

昭
和

38
年

度
の

新
潟

大
会

か
ら

統
合

し
て

誕
生

し
た

大
会

で
あ

り
、

現
在

で
は

、
規

模
及

び
内

容
に

お
い

て
高

校
生

最
大

の
ス

ポ
ー

ツ
の

祭
典

に
発

展
し

、
夏

季
大

会
及

び
冬

季
大

会
が

開
催

さ
れ

て
い

ま
す

。
 

平
成

22
年

度
の

沖
縄

県
ま

で
は

、
県

単
独

開
催

さ
れ

て
き

ま
し

た
が

、
平

成
23

年
度

よ
り

、
全

国
を

９
つ

の
地

域
に

分
け

、
ブ

ロ
ッ

ク
開

催
と

し
て

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

 
 ○

目
的

 
大

会
は

、
教

育
活

動
の

一
環

と
し

て
高

等
学

校
（

中
等

教
育

学
校

後
期

課
程

を
含

む
）

生
徒

に
広

く
ス

ポ
ー

ツ
実

践
の

機
会

を
与

え
、技

能
の

向
上

と
ス

ポ
ー

ツ
精

神
の

高
揚

を
図

る
と

と
も

に
、高

校
生

活
動

も
含

め
生

徒
相

互
の

親
睦

を
深

め
、

心
身

と
も

に
健

全
な

青
少

年
を

育
成

す
る

こ
と

を
目

的
と

す
る

。
 

 ２
 

開
催

状
況

 
〇

全
国

高
等

学
校

総
合

体
育

大
会

 
年

度
 

令
和

６
年

度
 

令
和

７
年

度
 

令
和

８
年

度
 

令
和

９
年

度
 

令
和

10
年

度
 

ブ
ロ

ッ
ク

 
北

部
九

州
 

中
国

 
近

畿
 

南
関

東
 

東
海

 
主

会
場

 
福

岡
県

 
広

島
県

 
滋

賀
県

 
神

奈
川

県
 

愛
知

県
 

 ３
 

実
施

主
体

 
○

主
催

 
（

公
財

）
全

国
高

等
学

校
体

育
連

盟
、

開
催

地
都

道
府

県
、同

教
育

委
員

会
及

び
関

係
中

央
競

技
団

体
（

競
技

種
目

別
大

会
に

つ
い

て
は

、
会

場
地

市
町

村
及

び
同

教
育

委
員

会
を

含
む

。）
 

○
後

援
 

ス
ポ

ー
ツ

庁
、（

公
財

）
日

本
ス

ポ
ー

ツ
協

会
、

日
本

放
送

協
会

 
○

主
管

 
（

公
財

）全
国

高
等

学
校

体
育

連
盟

競
技

専
門

部
、開

催
地

都
道

府
県

高
等

学
校

体
育

連
盟

及
び

関
係

開
催

都
道

府
県

競
技

団
体

 
 ４

 
大

会
期

間
（

予
定

）
 

全
国

高
等

学
校

総
合

体
育

大
会

：
令

和
10

年
７

月
下

旬
〜

８
月

中
旬

 
 ５

 
総

合
開

会
式

 
愛

知
県

（
詳

細
は

未
定

）
 

  

報
告

事
項

１
 

６
 

参
加

者
・

観
客

数
 

〇
全

国
高

等
学

校
総

合
体

育
大

会
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
単

位
：

人
）

 
 

選
手

 
監

督
・

コ
ー

チ
 

観
客

数
（

延
べ

数
）

 
令

和
５

年
度

（
北

海
道

）
 

27
,46

1 
8,5

30
 

40
2,5

84
 

令
和

６
年

度
（

北
部

九
州

）
 

27
,47

7 
8,9

90
 

48
4,5

70
 

令
和

７
年

度
（

中
国

）
 

28
,37

6 
8,4

60
 

46
8,0

50
 

 ○
種

目
別

（
令

和
５

年
度

か
ら

７
年

度
ま

で
の

平
均

人
数

）
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
単

位
：

人
）

 
 

選
手

 
監

督
・

コ
ー

チ
 

観
客

数
（

延
べ

数
）

 

体
操

 
体

操
競

技
 

62
7 

26
6 

4,6
43

 
新

体
操

 
52

0 
18

8 
4,5

38
 

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

（
男

子
）

 
58

7 
※

19
4 

※
70

,12
7 

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

（
男

子
）

 
67

0 
※

23
7 

※
32

,53
0 

ロ
ー

イ
ン

グ
 

94
5 

24
9 

3,4
78

 
剣

道
 

76
4 

20
3 

12
,59

5 
テ

ニ
ス

 
64

8 
10

0 
10

,37
6 

ホ
ッ

ケ
ー

 
74

8 
87

 
6,7

53
 

ウ
エ

イ
ト

リ
フ

テ
ィ

ン
グ

 
42

1 
22

5 
3,5

25
 

フ
ェ

ン
シ

ン
グ

 
62

1 
28

0 
3,0

56
 

※
 

男
女

合
わ

せ
た

数
を

掲
載

し
て

い
ま

す
。

 
 ７

 
開

催
競

技
 

〇
全

国
高

等
学

校
総

合
体

育
大

会
 

愛
知

県
（

８
競

技
）

 
＜

総
合

開
会

式
＞

 
陸

上
競

技
、

ソ
フ

ト
テ

ニ
ス

、
ハ

ン
ド

ボ
ー

ル
（

女
子

）、
レ

ス
リ

ン
グ、

 
ア

ー
チ

ェ
リ

ー
、

な
ぎ

な
た

、
カ

ヌ
ー

、
少

林
寺

拳
法

 

岐
阜

県
（

９
競

技
）

 
体

操
（

体
操

競
技

・
新

体
操

）、
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
（

男
子

）、
 

ハ
ン

ド
ボ

ー
ル

（
男

子
）、

ロ
ー

イ
ン

グ、
剣

道
、

テ
ニ

ス
、

ホ
ッ

ケ
ー

、
 

ウ
エ

イ
ト

リ
フ

テ
ィ

ン
グ、

フ
ェ

ン
シ

ン
グ

 

三
重

県
（

６
競

技
）

 
バ

ス
ケ

ッ
ト

ボ
ー

ル
、

バ
ド

ミ
ン

ト
ン

、
相

撲
、

弓
道

、
自

転
車

競
技

、
 

ボ
ク

シ
ン

グ
 

静
岡

県
（

７
競

技
）

 
水

泳
（

競
泳

・
飛

込
・

水
球

）、
バ

レ
ー

ボ
ー

ル
（

女
子

）、
卓

球
、

 
ソ

フ
ト

ボ
ー

ル
、

柔
道

、
登

山
、

空
手

道
 

和
歌

山
県

 
ヨ

ッ
ト

 
※

20
34

年
度

ま
で

固
定

開
催

 
福

島
県

 
サ

ッ
カ

ー
（

男
子

）
 

※
20

28
年

度
ま

で
固

定
開

催
予

定
 

北
海

道
 

サ
ッ

カ
ー

（
女

子
）

 
※

20
26

年
度

ま
で

固
定

開
催

予
定

 
 

9


